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【評価意見】 

本研究の結果として、水素脆化のメカニズム解明により、水素利用社会の新しい

技術分野への展開が幅広く図られた。まず、NEDO の「水素先端科学基礎研究事業」

（平成 18～24 年度）が採択され、研究代表者をセンター長とした九州大学と産業技

術総合研究所の共同研究を行う、産業技術総合研究所・水素材料先端科学研究セン

ターが九州大学伊都キャンパスに設立され、水素エネルギー社会の実現に向け機器

設計や劣化評価方法の指針を提供することを目的とした研究が行われている。この

中では水素材料強度特性研究チームが、平成 24 年 1 月に 5 年間（平成 18～23 年）

の研究成果をまとめた「水素脆化メカニズムと水素機器強度設計の考え方（養賢堂）」

を出版し、学会並びに産業界の水素利用の安全確保面に資することが可能となり、

燃料電池・自動車あるいは東京ガス・大阪ガスなどガス協会に将来ビジョンを持た

せるに至っている。さらに、研究代表者を所長代理として、平成 22 年度には文部科

学省の世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）に「カーボンニュートラル・

エネルギー国際研究所（平成 22～31 年）」が採択された。これは水素エネルギー社

会の構築に向けて、CO2 の効率的な貯蔵・回収は有用製品への転換などにおける障

害を取り除いて、技術的ブレークスルーを可能にする科学を創出することを目的と

している。本研究の成果は、その目的を果たせた模範的例となったといえる。 

 


